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 GOrticosterOneは,副腎皮質ホルモンの中でも最も初期に分離されたものの1つであ
 り,齧歯類に設いては生命維持に不可欠なホルモンであるが,ヒトに沿いてはCOr七i80iや
 aldo8七erOneにぐらぺて,このホルモンのはたす役割についてあまり検討されていない。
 著者は先ずCOrUcosterone分泌量の測定法を検討し,つレ・で健常者寿よび各種高血圧、患
 者に寿げる分泌量を測定した。
 実験方法および実験対象
 エ80七〇peαilutionmethodに従い,1,2-sH-cor七icosterone5μGを
 被検者に静注し,その後の24時間尿より,COrtico8terone代謝産物である七e七ra-
 hydrocor七icostero血e(THB)お・よ乙メal二1-〇七e七rahydrocorticosterone
 (ATHB)をpaperc血roma七〇graph7を用いて分離精製し,それぞれの比活性度より
 24時間eOrticosteroロe分泌量を算出した。
 健常対象例としては,安静臥床者,某炭鉱において坑外の軽労働に携っていた者,お・よび同炭
 鉱において高温多湿下で8時間重労働に従事していた者の5群を選んだ。高血圧患者としては,
 良性本態性高血圧症,腎皿管性高血圧症および原発性aldoβ七erone症について検討した。
 実験結果並びに考按
 THBお・よびATHBの双方から算出したcorticosもerone分泌量を比較してみ・ると,
 互いにほぼ近似したので,両者の相加平均をもつて分泌量とした。ただ多ぐの例でTHBから得
 た値がATHBから得た値よ1〕も若干ではあるが高値を示した。これはpaperChrOmato-
 graPhyによる分醸過程に寿いで,特に丁且B分画になお・不純物が混在している可能性を示す
 ものと考えられる。また代謝産物の相異によって,代謝あるいは排泄速度等に相違があることも
 考慮されねばならない。
 健常者のCOrtiCOsterone分泌量は,安静臥床者,軽労働者お・よび重労働者とも,いず
 れ屯互いに有意の差を示さなかった。このうち安静臥床者16例および軽労働者9例計25例に
 お・けるcor七ico8七erone分泌量は2,6瑚±0,8短艇ay(1.5～4.5勉望/day〉であった。
 運動負荷時の副腎皮質ホルモン分泌の変動については,従来,流血i中好酸球数,尿中17-
 OHGS排泄量あるいは血中COrtieol濃度やcorUcosterone濃度を指標とした実
 験報告がみられるにすぎない。すなわち運動負荷により流血中好酸球数は減少するが,尿中17-
 OHG8排泄量は有意の増加を示さないこと,血中COrむi80■濃度冷よびCOr七iCO-
 8terone濃度は運動負荷開始後一時的に上昇するが,負荷を続け'ていると漸次低下してくる
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 とと等が知られている。著者は運動負荷時のCOrticoε七erone分泌量の変動を検討したわ
 けであるが,その結果では,8時間にわたる重労働に携った例のcort土co8七erone分泌量
 も,安静臥床者のそれと全ぐ同じ範囲にあることが確められた。すなわち日常継続反復している
 様な労働では,それがかなり激しい竜のであっても,副腎皮質が刺激される程のことはないも'の
 と考えられる。
 上述の健常者25例におけるcorUco8terO且e分泌量と体重あるいは体表面積との関係
 を調べたところでは,cor七iso■分泌量や尿中17-OHOS排泄量にむける場合とは異なり,
 はっきりした相関関係は認められなかった。
 COrむicOsteron8分泌量は,外因性ACTH投一与により10倍以上の増加を示した。ま
 たcraniOp五aryngiomaによるpanhypopi七ui七ari8mの1例では極めて低い値を
 示した。この結果から,cor七icosteroneの分泌は,COrti80!の分泌と向様に,
 AGTH依存性であると考えられる。
 最近、本態性高山阯圧症に寿いでは,血中COrtiCOs七erOne濃度が正常血圧者より増加し
 てむり,また血圧の変動と血中corUCO3terone濃度との間に密接な正の関係が存在して
 いるという報告がみられる。しかし著者が本態性高血圧症の患者でCOr“CO臼terone分泌
 量を測定した結果では,正常血圧者との間には有意の差が認められなかった。
 renin診よびaldosterone分泌黄が増加していた腎血管性高血圧症におけるCOr-
 ticosterone分泌量は,正常老と同じ範囲に止まった。Slater等によれば,下垂体摘
 除犬に論いて,潟皿,腎動脈狭窄などのrenmが増加する様な条件下では,aldoe七erone
 のみならずcor七isolやCOrtiCOS七eroneの分泌も増加することが認められている。
 しかし下垂体が健常な場合には,reninの増加によりcortisoユやcor七ico8右erone
 の分泌増加がお・こって竜,feed-back機序によりAGTH分泌が抑制され,その結果cor-
 ti80ユやCOr七iCOs七eroneの分泌は,み・かけ上変動を示さなくなるものと考えられる。
 著者の成績で,腎血管性高血圧症のcor七ieOsterone分泌量が増加していなかったのは,
 この様な理由によるものと考えられる。
 原発性aエdo6七erOne症にむレ・て,副腎腺陣中のcor七iCO8七erone含有量が増加し
 ていたという報告や,尿中へのcor七iCOsterone代謝産物の排泄量が増加していたという
 報告がみられるが,著者が5例の原発性ald.os七erOne症でcortico8terOne分泌量
 を測定した結果では,5例で正常値を,2例で高値を示し,一定した傾向は認められなかった。
 しかし高値を示した2例では血清カリウムがより低値を示し,またチオ硫酸ソーダ負荷カリウム
 クリアランス値がより増大している傾向が認められた。
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 審査結果の要旨
 著者は1,2-3H-CorUco8七erone静注後の24時間尿について,eor七ico9七e-
 roneの主要代謝産物である七e七rahyαrOCOrUco8七ero血e諭よびaUO七etrahy-
 drocortico8teroneの比活性度を求めることにより・ヒト副腎からの24時間cor七i-
 co8七erone分泌量を測定し,以下の成績を報告している。
 講ず基礎的た検討としては,1)本邦成人におけるcorticos七erone分泌量は2.6上
 口.8皿混/day(4.4～4.5"19/day)程、度であること,2)cor七ico8七erone分泌量
 には,cortiao⊥分泌量と異なり,体重あるいは体表面積との間に明らかな相関が認められ
 逢いこと,5)corticos七erone分泌竜は高温多湿下で8時間にわたる.重労働を負荷して
 も増加しないが,他方外因性ACTHには敏感に反1、督して増加すること,などが明らかにされた。
 ついで2・ろの高吻圧疾患についてCOrtiCOs七erolle分泌量を測定し,て)良性本態性高
 血[E症i-aTt正常範囲1・〔あること,2)血中renin活性の上昇お・よびald.09七erone分1必増
 加が確められた腎血管高1血圧症にお・いても,COr硫co8terone分泌は増加していないこと,
 5)原発性aユ乱09七erone症では,正常値あるいは高値と一定した傾向は示さないが,血清
 カリウムがより低値を示し且つテオイ硫酸ソーダ負荷後カリウムクリアランス値の増i大している例
 では,比較的高値を示すこと,等が認められた。
 本論文は次の様な点にかいて意義のある成績を提示している。1)従来殆んど不明であった本
 邦成人にむけるcortico8℃erone分泌量の正常値を確定したこと,2)運動負荷時の副腎
 皮質機能の変動は,従来血中3七eroid値や尿中8toroid・排泄量から1晦接的に検討されて
 いたにすぎなかったが,これをより完全な分泌量の変動といった点から検討し,日常継続反復さ
 れている様な労働では殆んど副腎皮質機能に変動を及ぼさないという結論が得られたこと,3)
 1猛牛renin活性の.h昇はaユd-08七{3ronGばかりでなくcor七i日。ユやcor七ico8te-
 rGneの分泌増加をもたらすといわれているが,下垂体が健常な例においては,一ド垂体・副腎系
 のfGed-b乙cl{機序により,reninが増大している場合でもみかけ上明らかな変動を示さな
 いものであろうと示唆されたこと,4)原発性aldOs七erOne症におけるCOrUCOs七e-
 rOue分泌量は必ずしも増大していないこと,等である。
 以上の成績から本論文は充分学位に値するものと認める。
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